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本論文は第 1 編と第 2 編とにわかれており，第 1 編においては新しく提案した電子ビームアナライ
ザーについてその原理，測定理論，性能，応用方法を論じている。第 2 編においては実際に電子銃の
研究に応用した例としてピアース形電子銃の電極の変形の影響について本ビームアナライザーによる
測定結果と理論計算とを比較検討している。
第 1 編第 1 章においては，より高性能の電子銃を作るための有用な資料を得るには，動作中の電子
銃からの電子ビームの特性を精密に測定することが可能な電子ビームアナライザーが必要であるとと
を述べ，特に電子軌道の勾配を定量的に測定できること，および非層流性の検出ができる装置の必要
性を論じて研究の目的を明確にしている。
第 2 章においては，乙れまでに報告されている種々の形式のビームアナライザーについて概観し，
これらのものでは電子軌道の勾配の定量的測定，非層流性の検出および電子流密度と電子流線との間
の対応関係などを把握するには不十分であったことを述べている。第 3 章では，これらの測定のため
に筆者が新しく設計したビームアナライザーの原理，構造および周辺装置の試作結果を述べている。
第 4 章は，このビームアナライザーを利用する上で必要な測定理論をまとめている。第 5 章におい
ては，このビームアナライザーによる電子ビームの特性の測定方法を具体的な測定例について述べて
いる。さらに電子流密度分布，最確電子軌道勾配，偏向電圧対ファラデーケージ電流特性などの測定結
果から電子流線の作図，第 4 章の理論計算に基いた非層流性の検出，総合的な電子ビーム特性の評価
法について述べている口第 6 章においては電子銃の研究のために本ビームアナライザーをどのように
利用すべきか，およびその性能の限界について論じている。
第 7 章は第 1 編の結論で第 1 編の研究成果を総括して述べるとともに将来の課題について触れてい
る。
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第 2 編第 1 章においては本ビームアナライザーによる測定の対象とすべき実際の電子銃の特性に影
響をおよぼす諸凶子を整理して第 2 編の研究の目的を明らかにしている。第 2 章では電極傾斜の問題
を，あるモデjレを設定して理論的に解析した結果をまとめている。第 3 章においては正イオンによる
空間電荷の中和作用および熱による電極変形の効果を実際の電子銃について測定している。さらに動
作中の陰極および陽極の傾斜角度の測定方法を述べている。
第 4 章では本ビームアナライザーを，実際の電子銃の電極変形による電子ビーム特性の変化の問題
に応用し，第 3 章で扱ったモデルについて理論と実験との比較検討を行っている。さらに理論的に処
理することが困難な非層流性についても興味ある実験事実を示している。
第 5 章は第 2 編の総括と，将来への課題を扱っている。
論文の審査結果の要旨
本論文では電子ビームの高電流密度化，高電力密度を目的として，その基礎的研究のために不可欠
なビームアナライザーを新しい着想により開発し，精密な測定理論を展開することにより，アナライ
ザ、ーから得られる情報を大きく広げることに成功している。また，このアナライザーを駆使して，従
来殆んど手のつけられない電子銃電極の変形による諸効果を測定し，興味ある多くの知見を与えてい
る。
乙のように本論文は電子銃の設計および応用に関して工学上貢献すると乙ろ大であるので博士論文
として価値あるものと認める o
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